
令和８年３月 25 日 

３学期 終業式 式辞 （蝶が羽ばたくと） 

 

美しく花々が咲く季節、または別れと出会いの季節となりました。 

 先日の第 78 回卒業式は喜びと感激の中、盛大に３年生を新たなステージへと送ることが

できました。３年生の皆さんには、本校で３年間培った「人間力」を基に更なる高みへと

進み社会に貢献していくことで自らの存在価値を高めて行ってくれることを期待している

ところです。 

 

 １、２年生の皆さん、これからは、新入生と皆さんが、創立７７周年、卒業生１万１千

人を超えるこの隼工を歴史づくる担い手となります。残された我々にとって、「何をやった

か」ではなく、「何をやろうとしているか」が大切なことです。学年が移り変わるこの狭間

で、想いを新たに目標を立て、個人として組織として、良い新学期を迎えてほしいと思い

ます。 

 

 特に２年生は、進路決定に向けての取組がすでに始まっており、試験日まで半年を切り

ました。悔いの無いように時間を有効に使ってほしいと思います。１年後の、または２年

後の卒業式、未来ある将来に向けて自己指導力を元に「人間力」を高めてください。 

 

 さて、「人間力」を高めるに当たって皆さんは、日頃どの様な心持ちで生活しているので

しょうか。 

 

 １年前に予告したとおり質問しますが、「何ができるようになりましたか」。 

人のしていることをただ見ているだけでなく、自らが進んで加勢をして手助けすること

で、その経験を自らのものとし、「できること」が増える積極的な活動をするなど、「前向

きな姿勢」が皆さんの「できる」を下支えしているのです。 

 

 話は変わりますが、皆さんは、バタフライエフェクト（バタフライ効果）という言葉を

知っていますか。蝶の羽ばたきによる効果ですが、私も皆さんも蝶の羽ばたきによって起

こる影響など、考えたこともないですよね。 

 イメージとしては、「ブラジルで蝶が羽ばたくと、アメリカのテキサス州で竜巻が起こる

かもしれない」といった、「ごく小さな変化が、時間の経過と共に予測不能な大きな結果を

生む現象を表す」という比喩です。 

 

 大切なことは、蝶が本当に竜巻を起こすというわけではなく、小さな差が物事の経過と

その過程によって、大きな違いへと増幅される。人生の出来事も「ちょっとした人や本な

どとの出会いや一言が、人生を変える」というわけです。 

 



 私にも過去にこのような出来事がありました。 

 

 大学に通う列車の中で、高校時代の３年間、副担任だった先生が「真一､君のいく大学で

は､工業の教員の免許が取るったっど。免許はいくつあっても邪魔にはならで」「取っとか

んか。」の一言。 

 その「取っとかんか」の一言があって、４１年後の今、私はここに立っています。 

 

 皆さんの長い人生の中で､人や本など､これからもどんな出会いがあるかわかりません。 

 しかし言えるのは、出会いをヒントに「常に前向き」に、「ポジティブ」に捉えチャレン

ジして、人生の選択肢を広げるために「できることを増やしておくこと」です。皆さんの

小さな努力が、時間の積み重ねによって、大きな進化を生むでしょう。 

 

 結びに、新学年を迎えるに当たってぜひ、「自分は何をやろうとしているのか」を自問

し、答えを持って新年度の始業式には来てください。皆さんが次の良いスタートを切れる

ことを期待して、３学期終業式の式辞といたします。 


